野球では当たり前の「変化球」だけど、サッカーじゃ結構難しい。
変化球は、狙ったところで変化させるのが難しい。

野球の場合、キャッチャーとの距離も決まってるし、準備万端で投げれるが、サッカーの場合、ゴールとの距離も角度も毎回違うし、キーパーやディフェンスの位置で、コースを変えなきゃいけない。

どうやって、思ったところで変化させるか、。
何回も練習するか、、、、どうやってたろう？よく分からん。。
ニュータイプの直感なのか、、、

僕が最初に覚えた変化球はドロップだ。小学校の時だな。
落ちるボールだ、。。本田けいすけが使うとか、、
僕はキャプテン翼のファミコンの影響で、あのボールをスライダーと呼んでいた。

トゥキック（つま先蹴り）で、ボールの真ん中らへんを蹴ってたと思う。
覚えたのは小学校のころだ。高学年だろうな、、ある程度キック力が無いと変化しなかったと思う。。

慣性の法則は、本当は間違ってる。
ただ、計算がものすごくややこしくなるから、慣性の法則を使おう。


　　　　　　　　　　　　　　　　　ボール　　　　　　　　足
ボールを蹴ると、




　　ボールは飛んで行こうとする。（当たり前だ）






　ボールが進もうとする先には、空気（原子）がある。
　ボールはそれをかき分けて進む。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボール




止まっている物体は、止まり続けようとする力を持ち、
動いてる物体は、動き続けようとする。（慣性の法則）



　　　　　　　　　　　　　　ちょっとジャンプ、、かな、、












　　ボールが進もうとする力が、空気のそこにとどまろうとする力を突破できなかったら、ボールは引力で、地表に落ちる。









　　　　　　　　　　　　　　ふむ、、、？？、、、ふむ、、、



上から見た図

　　　　　　　　　　　　進行方向

　　　回転

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ボールにこういう回転をつけてけると、





　　　　　　　　　　　　　　このへんは、
　　　　　　　　　進行方向に逆目になるので、　　　　　　　　　こっちは順目に
　　　　　　　　　空気の密度が上る。　　　　　　　　　　　なるから、低圧になる。






　　で、こう曲がる。








最初は、、、、どうだったかな、、、

テニスでは、カットって呼んだか、、。。スクラッチ、、は、、ビリヤードだったか、、

　　　　　　　　　　　こすりあげる


　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドライブ回転
　　　　　断面図

　回転を強くかける時は、これの方が変化が強い。、、けど、普通は、







　　　　面を倒して、そのまま振りぬく
　　これで十分




　　　　　　　　　　　　　　　　　　高圧




　　　　　　　　　　　　　　　　　低圧

ドライブ回転がかかると、上が高圧、下が低圧になって、ボールが落ちる。



サッカーの変化球も、
　足の甲でやるスクラッチみたいな蹴り方と、トゥキックで行くやり方とあって、
　トゥキックっていっても、、、
　　まあいいか、、言葉にしにくいし、、、あんまり覚えてへん。。


20年近く前、、あのころ、、、だいぶ、練習した。。
　たしか、最初、、、スピードを殺さず、、右に曲がるシュート、、、

　　上から見た図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足の進路

　　ボール
　　　　　　　　　　足首


　　　　　　　　　　　　　　　　足

　　　　　　　　　　　　　　　　　体

　　こんな感覚で蹴ったはず、、、
　　　テニスみたいに、角度をつけて、進行方向にまっすぐ振りぬく。
　　　ボールとの接触時間が長いと、スクラッチになってスピードが死ぬ。。

って感じやったと思うけど、、、
　これで行くと、普通のシュートみたいに進んで、
　急にふっと変化が始まる。

だけど、、サッカーでは変化球は使いにくいなとおもう。移動距離が延びるから、不利かもしれん。シュートコースがふさがってる時やったら、外から変化して飛び込むから、そういう時は良いけど、使いこなすには相当練習するか、NT細胞を制御するか、、、。

ドロップボールは、僕はバレーでよく使った。
掌底でボールの真ん中を打つと、無回転ボールになる。
レシーバーの構えてる手前でふっと落ちるから取りにくい。
